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2014 ～18年、５回にわたって日本からの
参加者を引率する立場でプログラムに参加し
ました。私が常に心がけていたのは、どんなに
「やきもきする」現場にいあわせても、ぐっと
我慢して口を出さず、そばで「見守る」ことで
した。その結果、多くの生徒たちの変化と成長
を目の当たりにすることができました。
例えばある年、みんなに交じらず、一人で

ずっとスマホばかり見ていた生徒がいまし
た。ダンスもできない、日本語もできないとい
う気持ちが彼女を自分の殻に閉じこもらせて
いたのだと思います。私たち引率の教師陣も、
彼女を活動の輪に入れるのは難しそうだとあ
きらめかけていました。しかし、同じグループ
のメンバーたちは、彼女を決して放ってはお

きませんでした。繰り返し声をかけ話を聞い
ていました。その結果、その子はここにいてい
いんだという安心感を得たのだろうと思いま
す。発表が近づくにつれ、彼女の表情は変わっ
ていき、最終日には、明るい笑顔が見られまし
た。私たち大人は、「あの子は韓国人だから」「日
本人だから」などと決めつけて考えてしまい
がちですが、そうした思い込みを外して、あり
のままのその子の姿を見る必要があるのだと
いうことを痛感しました。
プログラム中は、どのチームにも、多かれ少
なかれトラブルが起こります。それでもダン
スの発表という共通のゴールがあるから、互
いに解決策を見いだして乗り切るしかない。
発表を終えた生徒たちは、日韓両言語で「ごめ
んね」「ありがとう」とことばを交わしながら、
涙を浮かべて抱き合います。ことばや文化の
違いから葛藤したり、時には衝突したりしなが
ら、それでもわかりあおうとする生徒たちの
姿に、こちらが学ばされることのほうが多かっ
たように思います。

見守ることで感じた
生徒たちの変化
鄭
チョン

賢
ヒョン

熙
ヒ

駐日韓国文化院世宗学堂
講師

照
明
が
舞
台
を
照
ら
し
出
し
た
瞬
間
、

大
き
な
ど
よ
め
き
が
起
こ
り
ま
し

た
。
S
E
O
U
L
で
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ

ン
ス
の
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
の
1
日
目
、日
韓

の
中
高
生
40
名
が
発
表
会
場
の
下
見
に

行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
2
0
1
8
年

度
の
会
場
は
秀
林
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
で
、プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
が
公
演
す
る

本
格
的
な
舞
台
で
す
。観
客
席
に
座
っ
て
舞

台
を
見
た
り
、舞
台
に
上
が
っ
て
ス
テ
ー
ジ

の
幅
や
奥
行
き
を
何
度
も
確
認
し
た
り
し

ま
し
た
。
ま
た
同
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
6
回
の
記
録
写
真
展

が
開
か
れ
、一
般
の
人
た
ち
に
も
公
開
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
T
J
F
が
め
ざ
し

て
い
る
の
は
、全
日
程
が
終
わ
っ
た
と
き
に
、

参
加
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
を
も
つ
人

が
い
る
こ
と
を
知
り
、一
緒
に
何
か
を
す
る

こ
と
へ
の
興
味
関
心
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
、お
互
い
の
こ
と
ば
を
も
っ
と
学
び
た
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
楽

し
み
な
が
ら
も
本
気
で
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
、本
気
を
引
き
出
す

た
め
に
、ホ
ン
モ
ノ
に
近
づ
け
る
仕
か
け
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。チ
ー
ム
ご
と
に
発
表
会

用
の
衣
装
を
買
い
出
し
に
行
っ
た
り
、チ
ー

ム
名
と
ロ
ゴ
を
考
え
た
り
す
る
の
も
そ
の

た
め
で
す
。
そ
し
て
、
2
0
1
8
年
度
に

行
っ
た
仕
か
け
が
冒
頭
で
紹
介
し
た
ホ
ン

モ
ノ
の
舞
台
で
し
た
。
発
表
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
ロ
ゴ
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
出
し
、よ
り
臨
場
感
を
高
め
ま
し
た
。

�/�.

と�/�&�&
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
以
外
の
参
加
者
と
も

こ
と
ば
を
交
わ
し
て
も
ら
う
た
め
に
、部
屋

で
は
ダ
ン
ス
と
は
別
の
グ
ル
ー
プ
を
編
成

し
て
い
ま
す
。発
表
会
が
近
づ
い
て
く
る
に

つ
れ
、ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
は
ピ
リ
ピ
リ
し
た

雰
囲
気
に
な
っ
て
い
き
ま
す
が
、部
屋
に
戻

る
と
た
わ
い
も
な
い
話
を
し
て
笑
い
転
げ

た
り
、互
い
の
こ
と
ば
を
教
え
あ
っ
た
り
す

る
い
わ
ば
O
F
F
の
時
間
が
流
れ
ま
す
。

あ
る
参
加
者
は「
部
屋
に
戻
る
と
緊
張
が
ほ

ど
け
て
ほ
っ
と
し
た
。
こ
こ
が
あ
っ
た
か

ら
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に
戻
っ
て
頑
張
れ
た
」

の
だ
と
言
い
ま
す
。こ
う
し
た
時
間
を
と
も

に
過
ご
し
た
最
終
日
、「
ま
た
会
お
う
ね
」と

言
い
な
が
ら
別
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後

S
N
S
で
や
り
取
り
を
続
け
、
再
会
す
る

参
加
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
気
を
引
き
出
す

〔事業データ〕 
日韓のことばを学ぶ中高生交流プログラム 「SEOULでダンス・ダンス・ダンス2018」
期間：2018/８/７（火）～12（日）、場所：東京（事前研修）、韓国・ソウル、主催：（財）秀林文化財団、
TJF、実施：秀林外語専門学校、韓国日本語教育研究会、TJF、助成：（公財）日韓文化交流基金、協
力：高等学校韓国朝鮮語教育ネットワーク（JAKEHS）、輸送協力：ANA、旅行取扱：ジエイエツチシー

（株）、参加者：韓国語を学ぶ日本の中高生20名、日本語を学ぶ韓国の中高生20名

ラーメン
パーティー
誰が企画したのか、宿
舎で行われていたラー
メンパーティー。遅い時
間までプログラム外の
交流は続いた。

本格的な舞台の発表会場。本番をイメージし、
何度もステージの大きさを確認する。発表会当日の

会場演出
開会と同時にオープニング
MOVIEを上映。チーム入場
時にはチームロゴをスクリー
ンに投影し、その華やかな
演出で観客をわかせた。

プログラムの
写真展を開催
過去６回分の記録写真を展示し、
一般にも公開。参加者たちも先輩
たちの写真から発表会のイメージ
をつかんだ。

事前にSNSで
交流
集合までの約２ヵ月、全員
がSNSを通じて、自己紹介
やグループでの話し合いを
していたことから、すぐに打
ち解けることができた。

部屋グループでの交流
発表会に向けて、時にぶつかり、意見を
調整しあうメンバーとは別のメンバーと
過ごす時間は、リラックスできる。

日
韓
の
中
高
生
交
流
　

日
韓
の
中
高
生
交
流
　
S
E
O
U
L

S
E
O
U
L
で
ダ
ン
ス

で
ダ
ン
ス
･･
ダ
ン
ス

ダ
ン
ス
･･
ダ
ン
ス

ダ
ン
ス

「SEOULでダンス・ダンス・ダンス」は
こちらから
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日
韓
の
校
長
が
顔
を
合
わ
せ
教
育
方

針
や
理
念
、
自
分
の
考
え
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
。校
長
自
身
が
交
流
を
体
験

す
る
こ
と
が
生
徒
の
交
流
に
つ
な
が
る
と

考
え
、
2
0
1
5
年
度
に
日
韓
の
校
長
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
ま
し
た
。実
務
を

担
当
す
る
教
師
も
加
え
、
日
本
側
が
韓
国

を
、
韓
国
側
が
日
本
を
訪
問
し
、
互
い
の
理

解
が
よ
り
深
ま
る
よ
う
に
二
度
会
う
場
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
度
も
8

月
に
日
本
の
校
長
と
教
師
14
名
が
韓
国
・
ソ

ウ
ル
を
、11
月
に
韓
国
の
校
長
・
教
頭
と
教

師
19
名
が
東
京
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ソ
ウ
ル
で
の
出
会
い

ソ
ウ
ル
で
訪
問
し
た
高
校
で
は
、一
生
懸

命
日
本
語
で
話
を
す
る
生
徒
と
接
し
、学
校

生
活
に
つ
い
て
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
、

「
第
二
外
国
語
教
育
を
も
っ
と
発
展
さ
せ
て

い
こ
う
と
思
っ
た
」と
い
う
日
本
の
校
長
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
で
学

ぶ
日
本
の
学
生
か
ら
留
学
の
理
由
や
将
来

に
つ
い
て
聞
き
、自
分
の
生
徒
た
ち
に
会
わ

せ
た
い
と
思
っ
た
り
、大
学
の
留
学
担
当
者

か
ら
情
報
を
得
て
、留
学
を
希
望
す
る
生
徒

の
指
導
に
役
立
て
よ
う
と
思
っ
た
り
し
た

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

日
韓
の
校
長
交
流

日
韓
の
校
長
交
流

@ 東京

@ ソウル

東京で活躍する韓国の社会人や韓国に留学・進
学した日本の学生の話を聞く。留学の理由は何か、
どんな将来像を描いているのか、どんな仕事をし
ているのか話を聞くことで、生徒の進路選択肢の
一つが具体的に見えてくる。

@ ソウル・漢西高校

さまざまな
出会い訪問した学校で、ソウ

ルでは日本語を学ぶ
生徒が、東京では韓
国語を学ぶ生徒が校
内を案内してくれる。
日本語／韓国語で一
生懸命話す生徒の姿
に心を打たれる。

© 但馬一憲

@ 東京・蒲田女子高校 © 但馬一憲

「日韓の校長交流」
の詳細はこちらから

日本語／韓国語を学ぶ生徒

社会人／留学生

〔事業データ〕 
日韓校長交流プログラム（派遣）
期間：2018/8/4（土）～7（火）、場所：韓国・ソウル、主催：東京韓国教育院、神奈川韓国綜
合教育院、国際交流基金ソウル日本文化センター*、TJF、協力：千葉韓国教育院、埼玉韓国教
育院、輸送協力：ANA、旅行取扱：ジエイエツチシー株式会社、参加者：東京、神奈川、千葉、
大阪、岡山の計10校から高等学校校長等14名
* 8/6（月）の日韓校長および教師交流会を国際交流基金ソウル日本文化センターと共催した。韓国・江原
道、京畿道、ソウル特別市、大邱広域市の11校から高等学校校長等23名の参加があった。

日韓校長交流プログラム（招聘）
期間：2018/11/21（水）～24（土）、場所：東京、主催：TJF、助成：韓国国際交流財団**、協力：
国際交流基金ソウル日本文化センター、東京韓国教育院、神奈川韓国綜合教育院、輸送協力：
ANA、参加者：韓国・江原道、京畿道、ソウル特別市、水原市、大邱広域市の10校19名の高
等学校校長と教員
** 招聘期間中に実施した日韓校長・教師交流会の日本側参加者の費用を助成。

よ
う
で
す
。

東
京
で
の
出
会
い

一
方
、韓
国
の
校
長
・
教
師
も
韓
国
語
を

学
ぶ
生
徒
に
校
内
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た

り
、日
本
で
活
躍
す
る
韓
国
の
社
会
人
や
留

学
生
と
話
を
し
、日
本
の
校
長
・
教
師
と
同

じ
よ
う
に
、
自
分
の
生
徒
と
会
わ
せ
た
い
、

生
徒
の
卒
業
後
の
進
路
の
参
考
に
な
っ
た

と
い
っ
た
感
想
が
あ
が
り
ま
し
た
。そ
し
て

二
度
目
と
な
る
校
長
・
教
師
と
の
交
流
で

は
、学
校
訪
問
に
つ
い
て
具
体
的
な
計
画
を

進
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
交
流
を
希
望
し
て
い
る
の
か

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
こ
れ
ま
で
に
6
組
が
交
流
校
協
定
締

結
に
い
た
り
ま
し
た
が
、協
定
締
結
だ
け
が

目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。希
望
す
る
交
流
の

形
態
を
聞
く
と
、
韓
国
側
は
10
校
の
う
ち

9
校
が
訪
問
を
、
5
校
が
受
け
入
れ
を
望

ん
で
い
ま
し
た
。
一
方
、
日
本
側
は
10
校
の

う
ち
2
校
が
訪
問
を
、
7
校
が
受
け
入
れ

を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
韓
国
の
高

校
が
日
本
の
高
校
を
訪
問
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
す
ぐ
に
生
徒
の
訪

問
は
で
き
な
く
て
も
教
師
の
訪
問
か
ら
始

め
た
り
、
複
数
校
で
1
校
を
訪
問
し
た
り

と
、で
き
る
こ
と
か
ら
交
流
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

2018年11月にTJFのプログラムで東京の高校を訪
問していろいろと感じることがありました。訪れた東
京の2校では、生徒たちは積極的に授業を受け、ルー
ルも守っていました。その秘訣は何なのかが気になり
ました。私が見た日本の教育環境を自分の学校の教員
にも見てもらいたいと思い、2019年1月に10名の教
師と共に日本を訪れました。
今回の経験をもとに、日本の教育の長所を自校でい

かすよう工夫していきたいと思います。時間がかかっ
たとしても、生徒たちによりよい教育環境を提供する
ために、双方の長所をうまく融合していくなかで、教
員たちの意識が変わっていき、きっと成果につながる
と思います。教育の質は教員の質を超えないといわれ
ますから、教員が変わらなくてはいけません。
学校教育をどうするかは校長のマインドにかかっ

ています。その点で校長同士が交流することにはとて
も意味があると思います。そしてゆくゆくは教員、生
徒の交流につながって、両国の高校がわかりあえたら
いいと思います。

長所を学び合う
陳
ジ ン

成
ソ ン

龍
ニョン

韓国・世賢（セヒョン）高等学校
校長

@ 東京・東京都立王子総合高校

韓国の大学関係者に話を聞くことで、日
本の高校卒業後の進路の一つとして韓
国の大学進学が考えられるようになる。

学校訪問や交流会
で校 長・ 教 師と会
い、教育システムや
理念について話す。
意気投合し、交流の
話が一気に進むこ
ともある。

@ ソウル

@ ソウル

校長・教師

韓国の大学関係者
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
な
か
、外

国
語
教
育
は
熱
を
帯
び
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
英
語
以
外

の
外
国
語
の
科
目
を
開
設
し
て
い
る
高
校

等
は
6＊

7
7
校
。
全
体
の
約
13
％
と
決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

学
校
が
多
様
な
外
国
語
を
学
べ
る
環
境
を

つ
く
ろ
う
と
科
目
の
設
置
を
考
え
て
い
て

も
、履
修
希
望
者
が
必
要
な
定
員
数
を
満
た

さ
ず
、開
講
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
ふ
れ
る
機
会
が
少

な
く
、そ
の
言
語
を
学
び
た
い
気
持
ち
が
育

た
な
い
こ
と
も
そ
の
要
因
の
一
つ
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
外
国
語
を
学
ぶ
き
っ
か
け

づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
て
い
る「
隣
語

講
座
」の
一
つ
と
し
て
、2
0
1
8
年
度
か

ら
英
語
以
外
の
外
国
語
科
目
を
設
置
し
て

い
る
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
し
た
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
始

め
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
度
か
ら
選
択
必

修
科
目
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」と
し

て
5
つ
の
言
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
、ド
イ
ツ
語
、

韓
国
語
、ス
ペ
イ
ン
語
、中
国
語
）を
開
設
予

定
の
都
立
王
子
総
合
高
校
で
、
1
年
生

2
3
7
名
に
、
五
つ
中
二
つ
の
言
語
に
ふ

れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

T
J
F
が
こ
だ
わ
る
の

は
、
こ
と
ば
を
学
ぶ
た
め
に

活
動
す
る
の
で
は
な
く
、活
動

を
す
る
た
め
に
こ
と
ば
を
使
う

こ
と
。各
言
語
の
担
当
講
師
に
、活
動

を
楽
し
む
た
め
に
自
然
と
こ
と
ば
が
必
要

と
な
る
よ
う
に
講
座
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。T
J
F
が
開
催
し
て
い
る
韓

国
語
講
座
に
通
う
高
校
生
に
、韓
国
語
を
学

ぶ
理
由
を
聞
く
と
、「K

-PO
P

が
好
き
」

「
ダ
ン
ス
が
し
た
い
」な
ど
、こ
と
ば
自
体
で

は
な
い
き
っ
か
け
が
あ
る
か
ら
で
す
。

隣
語
講
座
で
は
、卓
球
を
し
な
が
ら
中
国

語
で
ゲ
ー
ム
ス
コ
ア
の
カ
ウ
ン
ト
や
応
援

を
し
た
り
、ダ
ン
ス
を
踊
る
た
め
に
韓
国
語

の
前
後
左
右
の
言
い
方
を
覚
え
た
り
、楽
し

そ
う
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

講
座
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
言
語
選
択
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
答
え
た
生
徒
が
約

94
%
に
上
り
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
度
は

王
子
総
合
高
校
の
ほ
か
に
も
2
校
で
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
協
力
し
ま
す
。

*
文
部
科
学
省「
平
成
27
年
度
高
等
学
校
等
に
お
け
る
国
際
交
流
等

の
状
況
に
つ
い
て
」よ
り

配付した 2 本のリ
ストバンド。色で
その日体験する言
語がわかるように
なっている。

中国語で点数をカウントしたり、応援したり
しながら卓球を楽しんだ。

中国語

こ
と
ば
を
使
っ
て
み
る
体
験

高
校
生
の
た
め
の
隣
語
講
座

高
校
生
の
た
め
の
隣
語
講
座

三比一
３対１

加油
頑張れ

〔事業データ〕 
日時：2018/9/27（木）、場所：東京都立王子総合高等学校、主催：TJF、協力：
アンスティチュ・フランセ東京、ゲーテ・インスティトゥート東京、東京韓国教
育院、FCバルセロナアカデミー葛飾校、講師：ガエル・フレネアル（アンスティ
チュ・フランセ東京教育コーディネーター）、マティアス・フォン・ゲーレン（ゲー
テ・インスティトゥート東京語学部長）、徐明煥（東京韓国教育院講師）、アン
ドレウ・セラロス（FCバルセロナアカデミー葛飾校テクニカルディレクター）、
田村由琴（新座卓球クラブ）、参加者：王子総合高等学校1年生（237名）

2010年のドイツ
年間ゲーム大賞に
輝いたフランス発
のボードゲーム
「DiXit」で遊びな
がらフランス語に
ふれた。

フランス語

ヨーロッパ屈指の
プロサッカーチー
ムであるFCバルセ
ロナのトレーニン
グの一端にふれた。

スペイン語

K-POPの紹介とダンス。講師の
ダンスをお手本にしながら一部
を実際に踊った。

韓国語

ドイツ語にふれな
がら iPodを利用
したオリエンテー
ションゲームやク
イズに挑戦した。

ドイツ語

ふれて初めて育つ
「学びたい」気持ち

角屋　章
東京都立王子総合高等学校
教諭

講座での「外国人を交えてみんなで
ゲーム」という日常にはないシチュエー
ションは、生徒にとって大きな刺激だっ
たようで、皆楽しそうに取り組んでいまし
た。実施後のアンケートでも、「○○語の
体験をして楽しかったから、来年は○○語
を選びます」というコメントが多くあがり
ました。グローバルランゲージの選択に与
えた影響は小さくありませんでした。元々
生徒たちは国際交流や第二外国語に「楽
しそう！」と関心を寄せています。しかし、
日常で異文化や外国語と接することが少
ないことから、主体的に学べる機会には恵
まれていません。とにかく「はじめの一歩」
が必要であることを痛感しています。

왼쪽
左

오른쪽
右

뒤로
後ろ

앞으로
前に

「りんごをかじろう：高校生のための
隣語講座」の詳細はこちらから

写真はすべて劉成吉
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日本語教育でめざすこと
林洪（北京師範大学准教授）

2017年に発表された「課程標準」に
照らし、これからの日本語教育が何
をめざし、どんな力を育てようとし
ているのか、そのためにはどんな活
動をすればいいのかについて講義が
あった。　

制服をデザインするポイント
横山豊子（（株）このみ副社長）

制服のデザインに必要なのは、見た
目だけでなく、学校の伝統や校風を
取り入れながら未来を指向している
もの、生徒が誇りをもって着られる
ものを基本にして素材やデザインを
考えることだと説明があった。

制服をテーマにした実践
岩間晶子（韓国・仁川大学講師）

学生は制服に関連する単語を学び
ながら、制服をデザインし、プレゼン
テーションした実践を紹介し、プロ
ジェクト型学習の意義について話
があった。講義後、参加した教師はグ
ループに分かれ授業計画を考えた。

T
J
F
は
第
二
外
国
語
用
日
本
語

教
材『
好
朋
友
』
の
共
同
制
作
以

来
、『
好
朋
友
』が
提
案
す
る
日
本
語
教
育

の
実
現
に
向
け
て
、大
連
教
育
学
院
と
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
度
は
、
11
月
の
制
服
デ
ザ

イ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
を
目
標
に
数
ヵ
月

に
わ
た
っ
て「
制
服
」を
テ
ー
マ
に
日
本
語

の
授
業
を
行
う「
わ
た
し
た
ち
の
学
校
の
制

服
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。漫
画
や
ア
ニ
メ
で
中
高
生

に
な
じ
み
の
あ
る「
制
服
」を
テ
ー
マ
に
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
な
か
で
、
思
考
力
、

創
造
力
、表
現
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
2
0
1
8
年
5
月
の

教
師
研
修
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。研
修
で
先

生
方
は
、一
つ
の
テ
ー
マ
で
複
数
回
の
授
業

を
組
み
立
て
る
に
あ
た
り
、そ
の
意
味
や
ね

ら
い
、ま
た
具
体
的
に
制
服
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
講
義
を

聴
き
、そ
の
後
具
体
的
な
授
業
計
画
を
考
え

ま
し
た
。

学
校
の
特
徴
を
制
服
に

9
月
末
に
各
学
校
で
代
表
グ
ル
ー
プ
を

制
服
を
テ
ー
マ
に

学
び
を
深
め
る

5月

中
国
の
日
本
語
教
育

中
国
の
日
本
語
教
育

1
時
間
目

日
本
の
制
服
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む

• 

自
分
の
制
服
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
る

• 

日
本
の
制
服
の
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
る

• 

学
園
ド
ラ
マ
や
映
画
で
使
用
さ
れ
て
い
た
制
服
を
見
る

• 

実
際
に
日
本
の
制
服
を
着
る

２
時
間
目

制
服
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
①

• 

制
服
に
関
す
る
単
語
を
学
ぶ（
シ
ャ
ツ
、ス
カ
ー
ト
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、ベ
ス
ト
な
ど
）

• 

制
服
デ
ザ
イ
ン
で
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ（
学
校
の
特
徴
、
見
た

目
だ
け
で
な
く
、地
域
や
季
節
に
合
わ
せ
る
、統
一
感
、ス
タ
イ
ル
よ

く
、学
生
ら
し
い
制
服
）

• 

今
回
の
デ
ザ
イ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ル
を
知
る

３
時
間
目

制
服
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
②

• 

制
服
に
関
す
る
単
語
の
復
習

• 

色
や
形
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
て
実
際
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く

４
時
間
目

発
表
の
準
備
を
す
る

• 

発
表
の
原
稿
の
構
成
、使
う
表
現
を
学
ぶ

• 

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
分
た
ち
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
制
服
を
紹
介
す

る
原
稿
を
考
え
る

5
、6
時
間
目

発
表
会

• 

各
グ
ル
ー
プ
5
分
以
内
の
発
表

• 

発
表
終
了
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
感
想（
楽
し
か
っ
た
こ
と
、難

し
か
っ
た
こ
と
）を
グ
ル
ー
プ

で
ま
と
め
る

研修 会

中山市外国語学校の場合

発表会11月

決
定
し
、10
月
に
は
大
連
教
育
学
院
に
よ
る

ビ
デ
オ
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
大
連
市
内
の
中
学
校
17
組
か
ら
10
組

が
、
高
校
13
組
か
ら
3
組
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
13
校
に
、
好
朋
友
日
本
文
化
体

験
の
場
を
有
す
る
上
海
市
工
商
外
国
語
学

校
と
広
東
省
・
中
山
市
外
国
語
学
校
を
加
え

た
計
15
校
が
11
月
に
大
連
教
育
学
院
の
講

堂
で
開
か
れ
た
発
表
会
に
登
壇
し
ま
し
た
。

審
査
は
、地
域
や
学
校
の
特
徴
が
制
服
の

デ
ザ
イ
ン
に
反
映
さ
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
が
あ
る
か
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
工
夫
が
あ
り
、日
本
語
が
流
ち
ょ
う
で
正

確
か
ど
う
か
が
基
準
と
な
り
ま
し
た
。高
校

の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
大
連
市
第

16
中
学
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
性
が
高
く
、

高
校
生
ら
し
さ
に
加
え
て
中
国
ら
し
さ
も

表
現
で
き
て
い
て
、生
徒
た
ち
に
着
た
い
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
の
研
修
会
で
講
師
を
務
め
た
林
洪
・

北
京
師
範
大
学
准
教
授
は
、ど
の
制
服
も
よ

く
調
べ
て
ま
と
め
て
い
た
と
評
価
す
る
一

方
で
、も
っ
と
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
プ
ロ
セ

ス
を
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、今
回
の

よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、思
考
力
や
表
現
力

を
育
成
で
き
る
と
語
り
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
は
、「
文
化
を
授
業
に
取

り
入
れ
る
」こ
と
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

因因为为广广东东省省很很热热，，所所以以选选了了看看起起来来凉凉爽爽的的颜颜色色。。

设设计计理理由由

因因为为广广东东省省很很热热，，所所以以选选了了看看起起来来凉凉爽爽的的颜颜色色。。

设设计计理理由由

広東省はとても暑いので、見た
目が涼しい色を選びました。

白い菊の花の意
味は純粋と生命
力。この制服を着
る学生もそんな
人になりたいと
思うようにデザイ
ンしました。

菊は学校がある
小らん市の象徴。

〔事業データ〕 
「わたしたちの学校の制服をデザインしよう」プロジェクト
中高校日本語教師研修
期日：2018/5/26（土）、場所：中国・大連市、共催：大連教育学院、TJF、助成：（公財）三菱UFJ国際財団、講師：
岩間晶子（韓国仁川大学講師）、横山豊子（（株）このみ副社長）、林洪（北京師範大学外国語言文学学院日文系
准教授）、参加者：60名

成果発表会
期日：2018/11/16（金）、場所：中国・大連市、共催：大連教育学院、TJF、助成：（公財）三菱UFJ国際財団、
審査員：楊慧（大連教育学院日本語指導主事）、李煒（遼寧師範大学日本語学科教授）、横山豊子（（株）このみ
副社長）、水口景子（TJF事務局長）、参加者：大連市13組、上海市、中山市各1組、計15組（中学10組、高校5組）

参加教師の振り返り
期日：2018/11/17（土）、場所：中国・大連市、主催：TJF、助成：（公財）三菱UFJ国際財団、ファシリテーター：
武田育恵（日本語教育専門家）、アドバイザー：林洪（北京師範大学外国語言文学学院日文系准教授）、参加者：
大連市と黒龍江省の日本語教育指導主事各1名、大連市、上海市、中山市の日本語教師8名

在在衣衣服服的的下下摆摆处处设设计计了了石石榴榴的的标标识识。。

“盘扣儿”

ザクロ
（石榴）

カジュアルシューズ
（休闲鞋）

ストラップシューズ
（拉带皮鞋）

ブルーのかばん
（蓝色书包）

夏夏装装

ザクロは学校名
の16と発音が同じ
（shiliu）なので、制
服のアクセントに
しました。

青は水、白は波で大
連の海を表します。

「好朋友文化体験の場」
の詳細はこちらから

デザインづくりは大変
だったけど、友だちと
協力してできた。

自分がデザイン
した制服をみん
なが「かわいい」
と言ってくれた。

みんなの意見を
まとめるのは難し
かった。

発表で緊張した。

中山市外国語学校

大連市第16中学

授業の　 流れ
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2
0
1
5
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

稲
垣
忠
・
東
北
学
院
大
学
教
授
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、学
習
者
が
自

ら
課
題
を
設
定
し
、
必
要
な
情
報
を
集
め
、

整
理
・
分
析
し
、制
作
物
に
ま
と
め
た
り
発

表
し
た
り
す
る
探
究
的
な
学
び
を
テ
ー
マ

に
据
え
て
い
ま
す
。

探
究
は
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
設
定
し
た

語
っ
て
、ほ
ぐ
し
て
、仕
込
み
ま
す
！

探
究
す
る
学
び
を
分
析
・
デ
ザ
イ
ン
す
る

課
題
に
自
律
的
に
取
り
組
む
の
が
究
極
の

姿
で
す
が
、日
本
の
多
く
の
学
校
で
取
り
組

む
に
は
時
間
の
確
保
等
、課
題
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
単
位
で
探
究

的
な
課
題
解
決
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
型
学
習
を
ベ
ー
ス
に
し
た
単
元
設
計
を

提
案
し
て
い
ま
す
。多
く
の
学
校
の
さ
ま
ざ

【語る】
子どもの目線で
探究の物語を描く
情報活用の収集・編集・発信の3ステップを26
種類の具体的な活動に落とし込んだ「学習活動
カード」*3から、自分のクラスの子どもたちが探
究する際に使いそうな活動を選ぶ。最初に「課題
づくり」、最後に「振り返り」のカードを置き、そ
の間の活動をほかのカードを使ってシミュレー
ションしながら並べる。教師目線を離れ、子ども
（学習者）になりきって探究の道のりをたどるの
がポイント。

【ほぐす】
探究を支えるスキルと
学びの深まりを分析する
Step1で描き出された子どもの探究プロセスを
支えるスキル（情報活用能力）を検討する。子ど
もたちの制作物に教科の学びの深まりが表れて
いるか見極め、評価するためのルーブリックを、
思考と表現の2観点にしぼって作成（思考は制作
物の内容、表現は制作物の見た目上の工夫）。

【仕込む】
探究を支える教師の
手だてを考える
子どもたちの課題への出合いをどのようにつく
るか、活動を助けるためのツールや仕かけをど
うするか、発表・振り返りで何をするのか、それ
ぞれにどのくらいの時間をかけるのか等、具体
的な計画を立てて単元デザインシートを完成*4。

Step 3

Step 1

Step 2

ま
な
教
科
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
稲
垣

教
授
が
考
案
し
た「
情＊

1

報
活
用
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
学
習
」の
理
論
に
基
づ
く
も
の
で
、
単

元
の
活
動
を
情
報
の
収
集
・
編
集
・
発
信
の

3
ス
テ
ッ
プ
で
構
成
す
る
た
め
、
探
究
を

支
え
る
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

5
回
目
と
な
る
今
回
は
、
春
休
み
期
間

中
に
開
催
し
、
東
京
と
近
郊
の
各
県
の
ほ

か
、北
海
道
、宮
城
、石
川
、愛
知
、大
阪
、鹿

児
島
、
沖
縄
、
そ
し
て
南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
か

ら
、外
国
語
、国
語
、社
会
科
、家
庭
科
、美
術

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
を
担
当
す
る
25
人

の
先
生
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
語
る
」「
ほ
ぐ
す
」「
仕
込
む
」の

３
ス
テ
ッ
プ

先
生
方
は
、探
究
的
な
学
び
を
実
施
し
た

（
あ
る
い
は
、こ
れ
か
ら
実
践
し
た
い
）単
元

の
資
料
を
持
参
し
、
上
の
図
の
三
つ
の
ス

テ
ッ
プ
に
そ
っ
て
、個
人
作
業
と
グ
ル
ー
プ

や
全
体
で
の
共
有
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

繰
り
返
し
、
4
月
か
ら
実
施
で
き
る
単
元

の
デ
ザ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
目
線
か
ら
探
究
の
物
語
を

た
ど
る
意
味

終
了
後
の
参＊

２

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

〔図〕 「語る」「ほぐす」「仕込む」の3ステップ

*3 「学習活動カード」
は下記のページか
らダウンロードで
き ま す。Step1～3
の詳細も掲載され
ています。

 https://ina-lab.net/special/joker/
pbl/#Narrate

*4 参加者が作成した
単元デザインシー
トとルーブリックは
稲垣先生が運営す
るRubric Bankで 閲
覧可能です。

 https://mmt4.cs.tohoku-gakuin.
ac.jp/

〔事業データ〕 
語って、ほぐして、仕込みます！ 探究する学びを分析・デザインするワー
クショップ
期日：2019/3/24（日）、場所：東京、主催：学びの質ルーブリック研究
プロジェクト、TJF、助成：JSPS 科研費 16K01123、協力：（一社）iOS
コンソーシアム、講師：稲垣忠（東北学院大学教授）、参加者：小中高校
の教員25名

ワークショップ「伝えたいことを深く掘ってCMをつくる」（第5回）
期日：2018/5/20（日）・6/24（日）、場所：大阪、ファシリテーター：
近藤祐見（株式会社電通CMプランナー、（一財）生涯学習開発財団認定
ワークショップデザイナー）、参加者：中高校の教員など8名

ワークショップ「アート作品を味わう。コトバにする。コトバをきく。カ
タチにする。」
期日：2019/3/30（土）、場所：東京、ファシリテーター：岡崎大輔（京
都造形芸術大学アート・コミュニケーション研究センター副所長）、参加
者：小中高校の教員など15名

レクチャー「21世紀の言語教育の新しい方向性‒‒ツールとしての言
語教育から地球市民育成の言語教育へ」および実践報告
期日：2018/8/18 (土)、場所：札幌、講師：當作靖彦（カリフォルニア
大学サンディエゴ校教授）、参加者：北海道内の高校外国語教員17名

レクチャー・ワークショップ「プロチーブメントテストの理論と実践：
効果的なパフォーマンス評価」
期日：2018/8/22（水）、場所：沖縄、主催：沖縄県教育委員会、共催：
TJF、講師：當作靖彦（カリフォルニア大学サンディエゴ校教授）、参加者：
沖縄県立高校の外国語教員60名

「
来
年
度
か
ら
実
践
し
た
く
な
っ
た
」「
学

習
活
動
カ
ー
ド
を
使
う
こ
と
で
考
え
が
可

視
化
さ
れ
た
」「
単
元
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
が

あ
る
と
、学
習
計
画
や
ほ
か
の
教
員
と
の
共

有
が
し
や
す
い
」な
ど
、
お
お
む
ね
高
評
価

で
し
た
。

一
方
で
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
づ
く
り
は
難
し

い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
複
数
あ
り
ま
し
た
。

稲
垣
教
授
に
よ
る
と
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
づ
く

り
は
、
ま
ず
教
材
を
分
析
的
、
構
造
的
に
捉

え
た
う
え
で
子
ど
も
た
ち
が
つ
く
る
成
果

物
の
質
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
必
要
が
あ
り
、コ

ツ
を
つ
か
む
ま
で
に
あ
る
程
度
時
間
が
必

要
だ
そ
う
で
す
。「
子
ど
も
た
ち
の
実
際
の

成
果
物
に
表
れ
る
質
的
な
違
い
に
着
目
し

な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
み
て
く

だ
さ
い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
S
t
e
p
1
の「
子
ど
も（
学
習

者
）の
目
線
」で
探
究
の
道
の
り
を
た
ど
る

際
、
途
中
か
ら
教
師
目
線
に
ス
イ
ッ
チ
し
、

「
こ
の
学
び
を
深
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
ん
だ
ろ
う
」と
手
だ
て
を
考
え
始
め
て
し

ま
う
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。稲
垣
教
授

は
、「
子
ど
も
た
ち
が
自
立
し
て
学
ぶ
の
が

究
極
の
探
究
。教
師
が
手
取
り
足
取
り
お
膳

立
て
し
す
ぎ
な
い
よ
う
、学
習
活
動
カ
ー
ド

を
う
ま
く
使
っ
て
、探
究
す
る
子
ど
も
の
立

場
で
探
究
を
物
語
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
践
フ
ォ
ロ
ー
と

先
生
自
身
が
探
究
す
る
場
づ
く
り

こ
の
2
年
ほ
ど
、
リ
ピ
ー
タ
ー
や
同
僚

の
先
生
な
ど
か
ら
の
口
コ
ミ
参
加
が
増
え

「学びの探究とデザイン」
の詳細はこちらから

て
い
ま
す
。
1
年
の
実
践
を
振
り
返
り
、
次

の
1
年
の
計
画
を
立
て
る
、
春
休
み
の
恒

例
行
事
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
後
は
、
実
践
過
程
で
の
ア

イ
デ
ィ
ア
の
共
有
や
課
題
の
相
談
が
気
軽

に
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
た

セ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

C
M
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
多
忙
な
先

生
方
自
身
が
探
究
的
な
学
び
を
体
験
す
る

場
づ
く
り
も
引
き
続
き
試
み
て
い
き
ま
す
。

*1 http://ina-lab.net/
special/joker/pbl/

*2 アンケートの集計結果
 https://www.tjf.or.jp/

information/3555/
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2
0
1
8
年
度
め

*

や
す
マ
ス
タ
ー

の
有
志
が
企
画
し
た
研
修
が
国

内
外
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。研
修
テ
ー
マ

も
、「
外
国
語
学
習
の
め
や
す
と
は
何
か
」か

ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。2
0
1
8
年
度
は
、「
め
や

す
」に
基
づ
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
の

た
め
の
目
標
分
解
、「
め
や
す
」と
比
較
し

な
が
ら
C
E
F
R
（
欧
州
言
語
共
通
参
照

枠
）を
考
察
す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
り
ま

し
た
。ど
ち
ら
も
講
義
後
は
実
際
に
グ
ル
ー

プ
で
の
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
研
修
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
理
論
と
実
践
が
結
び
つ
い

た
」と
い
う
回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
研
修
だ
け
で
な
く
、多
く
の
め

や
す
マ
ス
タ
ー
が「
め
や
す
」を
さ
ま
ざ
ま

に
解
釈
し
、自
分
の
教
育
現
場
に
あ
わ
せ
て

活
用
し
て
い
ま
す
。

﹁
め
や
す
﹂の
さ
ま
ざ
ま
な
活
用

﹁
外
国
語
学
習
の
め
や
す
﹂の
促
進

﹁
外
国
語
学
習
の
め
や
す
﹂の
促
進

〔事業データ〕 
「外国語学習のめやす」に基づいた
プロジェクト型学習のための目標分解
期日：2019/2/25（月）、場所：兵庫、主催：Let's めやす、TJF、
講師：山崎直樹（関西大学教授）、参加者：23名

外国語教員のためのCEFR―「外国語学習のめやす」と共に
考察―
期日：2019/3/8（金）、場所：兵庫、主催：Let's めやす、TJF、
講師：奥村三菜子（鹿児島キャリアデザイン専門学校・鹿児島
医療技術専門学校講師）、参加者：23名

私は2014年度より、日本語教員養成課程のなかのゼ
ミにおいて「外国語学習のめやす」を取り入れた実践を
行っています。日本語教育現場でコミュニケーション
能力の育成が重視されるようになって久しいですが、
それでも言語領域の「わかる」と「できる」の力までが
重視されていて、なかなか「つながる」力の育成までに
は至らないように思います。そこで、言語・文化・グロー
バル社会領域における「つながる」力を育てる日本語
教育実践とはどのようなものかを、日本語教育を学ぶ
学生たちとともに模索したいと考えました。2019年度
のゼミでは前期に「めやす」の理念を学び、その考え方
に基づいて単元案を作成しました。そして後期に、その
単元案を土台にして実際に高校留学生の日本語サポー
トというボランティア活動のなかでプロジェクト学習
を企画しました。10月から1月までの4ヵ月間にわたっ
て好きな場所紹介、旅行計画づくり、国の料理や行事の
紹介など4つのプロジェクト学習を実践しましたが、留
学生たちは生き生きと学び、プロジェクト学習を通し
て身につけた力を高校のなかだけでなく外の人たちと
の交流場面で発揮し、「つながる」力が育っていること
を私たちに見せてくれました。そうした留学生の学び
の過程を間近で観察し、実践を振り返り、次の実践を考
える、そのプロセスをゼミ生たちは経験しています。文
型積み上げ式の日本語教育の実習だけでは経験できな
い学びにつながっています。

日本語教員養成課程に
「めやす」を取り入れる

澤邉 裕子
宮城学院女子大学
教授

大
学
の
日
本
語
教
員
養
成
課
程
で「
め
や

す
」を
用
い
た
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ま
せ

た
り
、
中
国
語
教
職
課
程
の
学
生
に「
め
や

す
」に
基
づ
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
授
業
を

デ
ザ
イ
ン
さ
せ
、小
中
高
校
生
を
募
っ
て
実

際
に
授
業
を
行
わ
せ
た
り
、異
な
る
言
語
の

複
数
の
マ
ス
タ
ー
が
合
同
で
一
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
授
業
を
デ
ザ

イ
ン
し
、各
自
の
学
生
に
実

施
し
て
そ
の
成
果
を
共
有
し
た
り
、さ
ま
ざ

ま
な
研
究
・
実
践
の
成
果
を
一
冊
に
ま
と
め

た
り
と
、当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

*
2
0
1
3
年
度
か
ら
3
回
実
施
し
た
め
や
す
マ
ス
タ
ー
研
修
で

5
5
名
の
め
や
す
マ
ス
タ
ー
が
誕
生
し
た
。

期日：2019/2/25（月）、場所：兵庫、主催：Let's めやす、TJF、

外国語教員のためのCEFR―「外国語学習のめやす」と共に

期日：2019/3/8（金）、場所：兵庫、主催：Let's めやす、TJF、
講師：奥村三菜子（鹿児島キャリアデザイン専門学校・鹿児島

複
数
の
マ
ス
タ
ー
が
合
同
で
一
つ
の
プ
ロ

めやすマスターの一人、田原
憲和（立命館大学准教授）編
著で、2019年4月に三修 社
より刊行された本書には、め
やすマスターを含む19名の
報告が収められている。

「めやすWeb」
はこちらから

小学校

中学校

高校

大学等

継承日本語

⇒想定以上に小中の所属が多い ⇒ベテランが中心

日本で話題になっていることを知った

文化理解の新たな視点を得た

授業内容が深まった

レアリアの使い方のヒントを得た

生徒に話すトピックが増えた

自分の日本語レベルが上がった

アクティビティの幅が広がった

●CNNがどのように役立っているか（複数回答）

※回答総数105件（オーストラリア、カタール、カンボジア、台湾、ニュージーランド、米国など）

●所属（複数回答）

●感想

●教師歴

〔事業データ〕 
メルマガ「Click Nippon News」配信
配信日：毎月第3木曜日、対象：主に英語圏の初中等の日本語教師、登録者数：約830名

先
生
た
ち
の
ほ
し
い
に
応
え
る

く
り
っ
く
に
っ
ぽ
ん

く
り
っ
く
に
っ
ぽ
ん

「Click Nippon News（CNN）」
のバックナンバーと登録はこちらから

10年以上
87%

 30%

  45%

   77%

4%

4%

      84%

     65%

    61%

   50%

  47%

 38%

27%

５年未満
２％

５～10年
11％

2
0
1
5
年
に
配
信
を
開
始
し
た

（
C
N
N
）

は
、主
に
英
語
圏
の
小
中
高
校
で
日
本
語
を

教
え
る
教
師
を
対
象
に
、日
英
二
言
語
で
月

に
一
回
無
料
配
信
し
て
い
る
メ
ル
マ
ガ
で

す
。
T
J
F
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
く
り
っ
く

に
っ
ぽ
ん
」や「
と
き
め
き
取
材
記
」の
記
事

を
使
っ
て
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
促
し
た

り
、文
化
理
解
や
思
考
力
を
深
め
た
り
す
る

学
習
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

創
刊
か
ら
三
年
が
た
ち
、
C
N
N
の
内

容
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
、
読
者
の
先
生
が
C
N
N
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
る
の
か
、そ
し
て
、C
N
N

に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
尋
ね
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、C
N
N
か
ら「
日
本
で
話
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
」「
文
化
理

解
の
新
た
な
視
点
を
得
た
」「
授
業
内
容
が

深
ま
っ
た
」と
い
う
回
答
が
多
く
、
活
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
後
は
、要
望
が
多
か
っ
た
小
中
学
生
向

け
の
活
動
案
を
増
や
し
て
い
く
と
同
時
に
、

活
動
に
、よ
り
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
せ

て
い
く
予
定
で
す
。

Click N
ippon N

ew
s

さまざまなコンテン

ツがあるのでいろい

ろなタイプの生徒に

対応できるし、授業

のディスカッション

も深まる。

今話題になってい

ることがらは生徒

の関心をひく。
一人でやっていると同

じような内容や活動に

偏りがちだが、こんな面

白い活動があるんだと

いう発見ができていい。

小学校の教師なの

で授業では使えな

いが、日本の知識と

教え方を豊かにし

てもらっている。 授業を考えるとき

や、私の授業を改

良するのにとても

役立っている。
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〔事業データ〕 
りんごをかじろう「心を健康にする瞑想法と
だれも知らないインドの話」
期日：2018/11/24（土）
場所：東京
講師：草薙龍瞬（僧侶・興道の里代表）
参加者：28名

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
こ
と
ば
に
ふ
れ

る
「
り
ん
ご
を
か
じ
ろ
う
」。
2
0

1
8
年
は
イ
ン
ド
で
出
家
し
た
仏
僧
の
草

薙
龍
瞬
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
心
を
健
康
に

す
る
瞑め

い

想そ
う

法
と
だ
れ
も
知
ら
な
い
イ
ン
ド

の
話
」を
実
施
し
ま
し
た
。

集
中
力
を
高
め
、ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る

ス
キ
ル
と
し
て「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は

2
5
0
0
年
以
上
前
の
イ
ン
ド
で
ブ
ッ
ダ

が
説
い
て
い
た
、心
を
健
康
に
す
る
考
え
方

に
あ
る
そ
う
で
す
。

草
薙
氏
は
、
自
分
の
心
の
状
態
を「
理
解

す
る
」こ
と
で
、
心
の
苦
し
み
か
ら
抜
け
出

せ
る
と
言
い
ま
す
。瞑
想
は「
理
解
す
る
」と

い
う
心
の
使
い
方
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ

り
、
感
情
で
す
ぐ
に
反
応
す
る
の
で
は
な

く
、心
の
内
側
や
身
体
の
感
覚
に
意
識
を
向

け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
述
べ
ま
し
た
。参
加

者
は
実
際
に
椅
子
に
座
っ
て
の
瞑
想
と
、

ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
行
う
瞑
想
を
体
験
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、イ
ン
ド
で
教
育
の
機
会
の
な
い

子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
N
G
O
活
動
を

通
じ
て
草
薙
氏
が
見
た
イ
ン
ド
の
現
実
や

人
び
と
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、メ

デ
ィ
ア
で
は
報
道
さ
れ
な
い
リ
ア
ル
な
イ

ン
ド
の
姿
に
ふ
れ
、質
疑
応
答
が
続
き
ま
し

た
。講
師
と
気
軽
に
話
が
で
き
る
こ
と
も
イ

ベ
ン
ト
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

知
ら
な
い
文
化
に
ふ
れ
る

り
ん
ご
を
か
じ
ろ
う

り
ん
ご
を
か
じ
ろ
う

TJFが実施するイベントは毎月第
3水曜日に配信しているメルマガ
「わやわや」でお知らせします。ぜひ
メルマガ配信にご登録ください。

写真はすべて＠金子怜史

「りんごをかじろう」
の詳細はこちらから

TJFを支援してくださっている方々
TJFは皆さまからご協力、ご支援をいただいて事業を行っています。

2018、2019年度も下記の皆さまに支えていただきながら事業を進めました。
改めましてお礼を申し上げます。

賛助会員
〔 法人 〕

〈2018 年度 〉 王子製紙（株）　鹿島建設（株）　春日製紙工業（株）　共同印刷（株）　キングレコード（株）　
(株)廣済堂　（株）講談社ビジネスパートナーズ　（株）光文社　（株）国宝社　（株）世界思想社教学社　
第一紙業（株）　（株）第一通信社　大日本印刷（株）　（株）電通　（株）トーハン　図書印刷（株）　凸版印刷（株）
豊国印刷（株）　日興紙業（株）　日本出版販売（株）　日本製紙（株）　日本図書普及（株）　（株）フォーネット社
富士ゼロックス東京（株）　二葉製本（株）　北越紀州製紙（株）　丸王製紙（株）　丸住製紙（株）　
丸紅紙パルプ販売（株）　（株）三井住友銀行　三井住友信託銀行（株）　三菱製紙販売（株）　（株）三菱UFJ 銀行
（株）彌生洋紙店

〈2019 年度 〉 王子製紙（株）　鹿島建設（株）　春日製紙工業（株）　共同印刷（株）　キングレコード（株）　
(株)廣済堂　（株）講談社ビジネスパートナーズ　（株）光文社　（株）国宝社　（株）世界思想社教学社　
第一紙業（株）　（株）第一通信社　大日本印刷（株）　（株）電通　（株）トーハン　図書印刷（株）　凸版印刷（株）
豊国印刷（株）　日興紙業（株）　日本出版販売（株）　日本製紙（株）　日本図書普及（株）　（株）フォーネット社
富士ゼロックス東京（株）　二葉製本（株）　北越コーポレーション（株）　丸王製紙（株）　丸住製紙（株）　
丸紅紙パルプ販売（株）　（株）三井住友銀行　三菱製紙販売（株）　（株）三菱UFJ 銀行　（株）彌生

〔 個人 〕
〈2018 年度 〉 石井恵理子　石井誠　市原徳郎　カイト由利子　高崎孝　高嶋伸和　細谷美代子　松井外恵
柳川敦重　匿名希望1名

〈2019 年度 〉 石井恵理子　石井誠　市原徳郎　カイト由利子　高崎孝　高嶋伸和　細谷美代子　松井外恵　
匿名希望1名

助成団体
〈2018 年度 〉 韓国国際交流財団　（一社）尚友倶楽部　（公財）日韓文化交流基金　（公財）三菱UFJ国際財団

〈2019 年度 〉（一社）尚友倶楽部　（公財）日韓文化交流基金　（公財）三菱UFJ国際財団　李煕健韓日交流財団

寄付者
〈2018 年度 〉（株）講談社　任喜久子　内田憲孝　岡島正修　上村圭介　岸昌代　顧文君　小渓教材研究チーム
菅陽子　高橋悦子　長春YO　唐涛　内藤尭夫　内藤水音　服部圭子　平井和之　松尾雅広　宮内孝子
森本芙佐子　山川響子　吉田忠正　和栗雅子　匿名希望4名

〈2019 年度 〉（株）講談社　内田憲孝　何美津子　桑原公男　祭貴貴美子　佐藤篤　佐藤宏子　菅陽子
（株）HANATOUR JAPAN　三田崇文　匿名希望1名

（敬称略　五十音順　2020 年1月末日現在）
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「
私
た
ち
の
人
生
の
目
的
は
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
の
世

代
の
人
び
と
の
た
め
に
新
た
な
貢
献
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。」こ

れ
は
、
1
9
6
0
年
代
に
建
築
家
・
思
想
家
で
あ
っ

た
バ
ッ
ク
ミ
ン
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ー
が
の
こ
し
た
こ
と
ば
で

す
。
フ
ラ
ー
は
ま
た
、
地
球
を
、
宇
宙
を
漂
う
船
と
見
立
て

「
宇
宙
船
地
球
号
」と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
こ
と
で
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
宇
宙
船
地
球
号
は
今
ど

ん
な
状
況
に
あ
る
で
し
ょ
う
。

昨
今
の
自
然
環
境
の
激
変
ぶ
り
、
生
物
多
様
性
の
観
点

か
ら
見
た
大
き
な
変
化
、
そ
し
て
人
間
の
話
す「
こ
と
ば
」

も
、
総
人
口
77
億
人
の
約
半
分
の
人
び
と
は「
23
」の
言
語

し
か
話
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
、
そ
の
陰
で
全
世
界
に
お

よ
そ
7
0
0
0
あ
る
言
語
が
急
速
な
勢
い
で
消
失
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

今
を
生
き
る
若
い
人
た
ち
に
、
私
た
ち
は
ど
ん
な
社
会

を
手
渡
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
T
J
F
の
一
員

と
し
て
さ
ら
に
一
層
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
事
業
運
営

に
ま
い
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事務局長

鈴木律子

1
9
9
4
年
に
国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
入
局
し
て

以
来
、さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
に
事
務
局
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
諸
先
輩

方
が
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
枠
組
み
を
土
台
に
、
皆
さ
ま
の

協
力
を
得
て
、
こ
と
ば
と
文
化
の
学
び
や
交
流
事
業
の
発

展
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
7
年
に
T
J
F
は
設
立
30
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
新
た
な
30
年
を
考
え
る
と
世
界
や
社
会
状
況
の
変
化

の
ス
ピ
ー
ド
は
ま
す
ま
す
加
速
し
、複
雑
で
見
通
し
を
立
て

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を
生
か

し
な
が
ら
、さ
ら
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
度
、新
し

い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
動
き
出
す
に
あ
た
り
、
事
務
局
長

を
鈴
木
律
子
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
今
後
は
常
務

理
事
と
し
て
財
団
運
営
に
引
き
続
き
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

T
J
F
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

常務理事

水口景子

事
務
局
長
交
代
の

ご
あ
い
さ
つ

評議員会 任期：一期 4年

評議員会長 野間 省伸 （株）講談社代表取締役社長
 足立 直樹 凸版印刷（株）特別相談役
 木坂 隆一 王子製紙（株）代表取締役社長
 北島 義斉 大日本印刷（株）代表取締役社長
 豊泉 俊郎 三菱 UFJ証券ホールディングス（株） 特別顧問
 長瀬 眞 三菱地所（株）社外取締役
 馬城 文雄 日本製紙（株）取締役会長
 山根 隆 （株）講談社顧問

理事会 任期：一期 2年

理事長 渡邊 幸治 *  元駐ロシア特命全権大使
常務理事 （常勤）  水口 景子 *
理事 上野 田鶴子 特定非営利活動法人日本語教育研究所理事
 金丸 徳雄 （株）講談社常務取締役
 輿水 優 東京外国語大学名誉教授
 境 一三 慶應義塾大学経済学部教授
 佐藤 郡衛 明治大学国際日本学部特任教授
         *は代表理事

監事 任期：一期 2年

 清水 至  公認会計士
 白石 光行  （株）講談社常任監査役

顧問 任期：一期 2年

 大春 敦 日本製紙（株）執行役員情報・産業用紙営業本部長
 北島 義俊 大日本印刷（株）代表取締役会長
 酒井 和彦 日本出版販売（株）専務取締役専務執行役員
 鈴木 孝夫 慶應義塾大学名誉教授
 田仲 幹弘 （株）トーハン取締役副社長
 鮑 啓東 人材派遣健康保険組合前理事長
 三木 繁光 （株）三菱 UFJ銀行名誉顧問
 吉田 研作 上智大学教授
         

（敬称略　五十音順　2020年 1月末日現在）

事務局

事務局長／鈴木 律子     
チーフ・アドミニストレイティブ・オフィサー ／藤掛 敏也      
チーフ・プログラム・オフィサー／室中 直美
シニア・プログラム・オフィサー／千葉 美由紀　長江 春子　
職員／柴田 幹子　沈 炫旼　中野 敦　宮川 咲　森 亮介

組織
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さまざまなことばや文化の学び、交流を通じて、子どもたちが 21世紀を生きぬく力を育
むことが TJFのミッションです。このミッションを達成するために、共感していただける
方々に次のようなご支援をお願いしております。

サポートのお願い

寄付金につきましては、税制上の優遇措置が適用され、所得税や法人
税の控除を受けることができます。さらに、個人寄付者の皆さまには確
定申告の際、減税効果の高い「税額控除方式」を選択していただけます。
ご支援くださる方々には、TJFが発行する印刷物を送付するほか、
TJFが主催するイベントのご案内を差し上げています。

経常収益 事業費

設立 1987年6月22日
 2011年4月1日、 公益財団法人に移行
出捐企業 王子製紙株式会社 株式会社講談社 大日本印刷株式会社
 凸版印刷株式会社 日本製紙株式会社 株式会社三菱UFJ 銀行
基本財産 20億円
財政規模 2018年度の経常収益は約1億6,854万円、事業費は約1億2,410万円。
 内訳は以下の通りです。

▶寄付 TJFの活動全体に対する寄付、特定の事業を指定する寄付があります。

▶賛助会員 継続的な支援をしていただける方に賛助会員になっていただいています。
 年会費：〔法人会員一口〕 50,000 円　〔個人会員一口〕 10,000 円

基本財産運用益
22%

寄付金
73%

助成金
4%

事業収益
1% 研修、

ワークショップなど
17%

ガイドライン
教材
授業案の
開発など
17%

交流
42%

広報
24%

168,539,936円 124,103,652円
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